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〜ドイツ滞在から見えたもの〜
Through the behavior in the sports world 
~ What I have learned in Germany ~
Verhalten in der Sportwelt zeigen ihre Philosophie
Was ich in Deutschland durch Fernsehen erfahren habe
山本　浩 1）
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1．序論
　法政大学スポーツ健康学部の教員として、ドイ
ツのザクセン州ライプチヒ市にあるライプチヒ大
学メディア・コミュニケーション研究所に 1 年間
にわたり籍を置き、スポーツとメディアに関する
研究を行った。研究テーマのひとつは「ドイツの
スポーツ中継分析」。
　今の時代、大きな競技会ともなれば主催統括組
織や開催地の組織委員会が世界中で放送される公
式国際映像を制作する時代 1）。それぞれの国で行
われている放送制作は、こうした国際映像のスタ
ンダードに近いものに集約される傾向にあるが、
それでも準備から打ち合わせ、実際の制作、送出
までには国による違いが生まれることは過去の自
身の経験 2）で明らかである。様々な違いが生まれ
る背景はどこにあるのか。それを読み解くことが、
グローバル化が進むスポーツ放送（ここからスト
リーミングも大きな影響を受けている）の分析の
みならず、2020 年を控えるわが国の映像文化にも
意味のあることと捉え研究対象とした。
2．過去の論考
　スポーツとテレビとを関係づけた論文は少なく
ない。それでも「スポーツ中継」をキーワードと
すれば技術者、あるいは情報工学研究者による論
文が大半を占める（平山信朗 2018）。こうした論
文には放送技術分野に関してカメラの性能、CG
の使い方、あるいはストリーミングとの比較など
に優れた日本の映像先進技術の成果が残されてい
る。一方で、ドイツの放送を取り上げた研究とな
ると、社会におけるテレビ放送の役割分析（西尾
祥子 2013）などに詳細な研究成果が上梓されてい
るが、スポーツ中継そのものを解明した文献は見
られない。
　他方、スポーツ中継をターゲットにしたもので
は、過去の実況放送経験者の言説を取り上げなが
ら実況を「物語」の観点から捉え、スポーツ放送
に潜むストーリー性を論じた文章がある（深澤弘
樹 2014）。それでも、スポーツアナウンサーの置
かれた体制をベースにした日独比較が対象として
取り上げられることはない
　ドイツの文献を探ってみても、2018 年に「Digital 
Fernsehen（デジタルテレビ）」というウエブサイトが、
NHK ワールドのドイツ国内での隆盛ぶりを伝える記
事を紹介したり、「Journal fuer Sportkommunikation 
und Mediensport（スポーツコミュニケーションと
メディアスポーツのためのジャーナル）」が、盛ん
にドイツのテレビに関する論考を重ねたりしてい
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るが、これまで日本と比べながらドイツのスポー
ツ中継に言及したものはない。
3．テーマ：
「ドイツにおけるスポーツ中継分析」
対象： ザクセン州カップ（日本ではサッカー天皇
杯の県予選決勝）＝優勝がそのまま次のシー
ズンのドイツカップ（日本では天皇杯サッ
カーに相当）出場権につながる。
会場： アルフレート・クンツェ・シュポルトパルク
（ヒェミー・ライプチヒ /4 部のホームスタジ
アム）
対戦： BSGヒェミー・ライプチヒ対ノイガースドルフ
日時：2018 年 5 月 21 日（月曜日 / ドイツの祝日）
4.1．体制を検証する
　この日は「Finaltag der Amateure（アマチュア最
終日）」と銘打って、ドイツサッカー協会傘下の 21
の地区協会の決勝戦が一斉に行われる日だった。試
合はキックオフが 3 つの時間帯にグループ化され、
午後 0 時 30 分からはライプチヒでの試合を含む 7
試合。午後 2 時 30 分から 7 試合。そして午後 5 時
から 7 試合と振り分けられていた。中継は、試合
すべてを実況付きで全国放送するというスタイル
ではなく、全国のドイツ公共放送連盟 ARD3）（以
下「ARD」）参加の放送協会が、ドイツ国内各地で
行われた州別の決勝をそれぞれの放送協会が実況
で、途中経過や見どころ情報に関してはリレーで
全国に伝える方式をとった。別々の会場の試合の
様子を放送局を切り替えながらつないでいくやり
方は、今でも日本テレビによる高校サッカーの放
送で使われ、またかつてラジオで放送された NHK
の「放送陸上」4）などに同じ形を見て取ることが
できる。
　ARD は、ドイツ国内の 9 つのエリア放送協会の
連合体として放送を流している。それぞれの放送
協会が、全国放送とローカル放送とを ARD の編成
会議を経た上で各自の判断で編成し放送に当たる
のを基本とする。ただし日本の公共放送や民放キー
局とその系列局の仕組みとは構造上幾分違って、9
つの傘下の放送協会が基本的には同格でいずれも
全国放送の制作主体ともなるし、自らの放送エリ
ア内向けのローカル放送の制作母体ともなる。事
前の話し合いで、たとえばバイエルン放送協会 BR
は、13 時から 15 時までは「全国放送を受ける」、
15 時から 19 時までは「自前の番組」だけを放送
する、19 時から 21 時までは「北ドイツ放送協会
NDR」の番組を受けるといったような編成を組む
ことが認められている。それでも、州内に点在す
るサッカーファンにとっては、自分の関心のある
クラブの試合を見られるかどうかが重要であって、
長時間サッカー中継をすればそれで視聴者が納得
するというものでもない。その辺りを心得ている
それぞれの放送協会は、ドイツサッカー協会の了
承を取り付けて、21 試合中 15 の試合でストリー
ミング中継を実施していた。
　この日の番組には、「シュポルトシャウ（スポー
ツショー）」というタイトルが付けられ、祝日だっ
たこともあって正午から夕方まで 2 時間に一度毎
正時にニュースを挟むものの、そのほかはサッカー
一色の編成となった。
4.2．サッカー全盛の放送プログラム
　近年、ドイツのスポーツ放送に占めるサッカー
の割合は高く 5）、その分、他の競技や種目を愛好
する視聴者や関係団体から厳しい注文がつくこと
が少なくない。その理由は、①サッカーが他の競技・
種目の放送に比べて格段に多くの収入をもたらす
こと、②他の競技・種目の放送に比べて常に高い
視聴率（視聴者数）を上げることが指摘されている。
　こうした、全スポーツ放送の中でサッカーが突
出して高い関心度を維持している状況に対して、
現地で直接言葉を交わしたサッカー以外の競技団
体の関係者からは、不満がたまっている様子がう
かがえた。それでもサッカーのもたらす金の大き
さを上げて、「打つ手がない」（フランク・マンテ
ク Frank Mantek ／ドイツウエイトリフティング
協会強化委員長）と半ばあきらめた形で現状認識
をする意見もあった。
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4.3．中部ドイツ放送協会の放送現場
　私のいたライプチヒに拠点を置く MDR（中部
ドイツ放送協会）はこの日、市内のスタジアムか
らドイツ全土にわたって；
Ⓐ試合実況中継
Ⓑ 放送席近くにしつらえたキャスター席からイン
タビューやリポート
で番組に参加していた。
　放送はケルンに置かれたスタジオのメインキャ
スターのしゃべりで始まった。開始から 1 分経っ
たところで、ライプチヒのキャスター席に呼びか
けリポートを促す。それに続いて、この日カップ
戦の決勝が組まれている、北ドイツ放送協会、南
西ドイツ放送協会のアナウンサーがそれぞれ試合
情報を送ってくる。それぞれの放送協会では、域
内の試合を実況中継、間に他の放送協会からの情
報が入ってくるという体裁だ。この日はいわば一
日を「サッカー漬け」にしようという ARD のもく
ろみなのだが、それぞれの出先の放送現場では、
インターネットによるストリーミングを実施して
いる 15 の現場以外は、オンエアの時間が来るまで
待機となる。
　放送が始まってからの流れに関しては、こうし
た演出を取る日本のスポーツ番組と大きな違いは
ない。目を引いたのは、台本が 2 冊から成ってい
ること。1 冊目には番組全体の流れと時間配分が
記されており、もう 1 冊にはこの日の中継で使用
されるカメラからマイクロフォン、それに三脚や
ケーブルなどあらゆるものが型式番号からシリア
ルナンバーまで、事細かに記されていることだ。
日本の放送局でも、カメラの台数からその配置図
までが記されているのはよく見るが、レンズから
•
Aufteilung Livesportangebote im Ersten（ライブ放送実績）
Jahr Fußball（サッカー）
• 2014 82 208 82 372 h  
 Wintersport（冬季） sonstige  Sportarten.(その他) gesamt*（計） 
• 2015 86 182 107
• 2016 93 166 219
375 h  
478 h  
図 1　ARD のスポーツ中継実績
http://www.ard.de/home/die-ard/fakten/Sport_in_der_ARD__Zahlen_von_2016/3902562/index.html
図 2　ドイツの番組別視聴者獲得数（2013 年のデータから）
https://www.welt.de/sport/article132662876/Wie-Fussball-andere-Sportarten-aus-dem-TV-
verdraengt.html#cs-lazy-picture-placeholder-01c4eedaca.png
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照明の電球に至るまで個々の機材を特定するケー
スはほとんど見られない。
　また主たる台本の時間配分もきわめて精緻だ。
日本であれば分刻みのスケジュール台本だが、こ
こでは秒刻みで書かれている。もっとも、そのよ
うにシークエンスごとにきっちり秒針を合わせて
番組が進められるのかと言えばそうでもない。仮
に予定の時間よりコメントが 30 秒長引いたにして
も、それを吸収する演出やクリップ映像が挟まれ
ているから、かなりの部分をクッション扱いにす
ることができる。
4.4．放送の実際
　この日の MDR の目玉は、番組冒頭でライプチ
ヒのスタジアム特設キャスター席から、ドイツサッ
カー協会のラインハルト・グリンデル会長が生出
演する構成になっていたこと。
　正午、全体の放送が始まるまで 15 分。サッカー
協会会長にインタビューする予定の特設スタジオ
アナウンサー Markus Philipp は、放送直前にもか
かわらず何度も質問項目を口にするリハーサルを
続けている。
　その近くには実況席。ここには実況アナウンサー
が一人で実況席に腰を下ろし、実況の準備に余念
がない。隣にいるのはフロアディレクター。契約
でこの仕事についている Hendrik Pfeffer は、携帯
やヘッドセットに演出系の連絡が来るせいだろう
か、定位置を離れて放送前の連絡調整に動きが激
しい。
　こうした流れの中での日本の放送局との違いは、
時間に対しての厳密さにある。分単位での統一は
しっかり区切られているにしても、ドイツで秒単
位で正分を守って合わせるかと言えば、実況現場
ではすべてのシークエンスがそのように進められ
ているわけでもない。こうしたドイツ人の番組の
進め方は、一般のニュースを見ても変わらないよ
うに見える。番組と番組の間に放送されるニュー
ス「ターゲスシャウ（今日のショー）」の始まりや
終わりを注意深く見ていれば、秒針が正分になっ
たところでアナウンサーの挨拶が始まるものの、
その前の数秒からことによっては 30 秒近くを動き
のない照明を落としたスタジオを写すだけで済ま
せてしまうようなことが珍しくない。番組の中で
放送する編集済の映像素材や生中継の現場の中継
終了が必ずしも秒単位で終わらないため、つなぎ
の時間帯がどうしても発生するが、日本の放送局
であればそこをアナウンサーやキャスターに無理
をしてもつながせるところが、ドイツではお構い
なく黙ってしまうのだ。
　ARD の放送局は、解説者をスポーツ実況の放送
席に並べないのが定形だ。解説者が登場するのは
サッカーの場合、特設スタジオに限られ、タイミ
ングも試合の前、ハーフタイム、終了後に限定さ
れている。
　解説者を放送席に置かない実況中継は、かつて
NHK-BS で試みたことがあるが、2 年ほど経った
ところで沙汰止みとなった。経費の削減、“しゃべ
りすぎ”に対する批判などが「一人しゃべり」の
始まりのうたい文句だったが、日本の視聴者には
必ずしも受け入れられなかった 6）。
　ドイツでは当たり前の実況アナウンサー一人
しゃべりがなぜ行われているのか、MDR のプロ
デューサーにぶつけてみた。その答えは、①「予
算の削減」②「過去に何度か解説者を登場させた
ことがあるが、解説者が蕩々としゃべる時間が長
く評判が悪かった」というものであった。②に関
して言えば、自分の主張や考え方を前面に出して
悪びれるところがないドイツ人のある意味での個
性が、視聴者や放送制作者に受け入れられなかっ
たと解説が付いた。
　ドイツのもう一つの公共放送、第 2 テレビ ZDF
では、マイナー競技（Randsport）の際に解説者を
同席させて、実況アナウンサーとのコンビで放送
に登場することが少なくない。
4.5．ドイツのスポーツ実況中継担当者
　スポーツ実況のアナウンサーが行うべき仕事に
は、国を隔ててもそれほど大きな違いはない。競
技そのものの国際化が進むと同時にルールの認識
があまねく行き渡るようになっていること。実際
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ピッチ 
実況机 審判査定者 キャスタ  ー
例：カメラ
実況  F ディレクタ  ー
技術 メーキャップ 
写真 1　放送席　2 階観客席最上部　前面にガラスなし （仮設）　撮影 ： 山本浩
図 3　MDR/ 中部ドイツ放送協会のサッカー実況放送席見取り図
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の試合やレースに入るまでの踏むべき段階が、オ
リンピックや W 杯、世界選手権などの国際映像制
作によって均質化してきたことが影響している。
それでも、放送を受容する側の国民性、言語の特
徴などが小さな違いを生み出していることも知ら
された。その特徴を改めて羅列してみると、
① - 1　アナウンサーの一人実況。
① - 2　女性実況アナウンサーの奮闘 7）（Ｗ杯ロ
シア大会では、女性アナウンサー Claudia 
Neumann が男性アナウンサーに混じって同等の
試合数をこなしていた。ちなみにドイツ国内向
けに放送された日本の決勝トーナメントでのベ
ルギー戦はこの女性アナウンサーが担当した）。
② 　ニュースアナウンサーを除けば、（ニュースス
タジオ番組のキャスターでさえ）ネクタイなし
でラフな服装で画面に登場する。
③ 　放送に関わる職員・スタッフの仕事の契約に
基づく分担が厳格で、試合が異なってもリポー
ターが実況者として放送を担当することはない。
④　台本、打ち合わせ、リハーサルは入念を極める。
　外面的な形式から放送のあり方に至るまで、ド
イツのスポーツ放送はドイツのスポーツに対する
考え方を代弁している。その典型が、登場人物が
基本的に「きちんとした」服装を求めないこと。
日本のように、スポーツが教育という基盤のもと
で強く支えられてきたのと違う歴史を持っている
ことが、その考え方に強く表れている。あくまで
もスポーツは自分中心に楽しむことがベースで、
そこには「他からどう見えるか」「他のものがどう
思うか」といった視点は見られず、自分中心で動
いているようなところがある。スポーツのさなか
でも自分の信念や考え方に忠実で、時としては他
人を忘れてしまっているのではないかと見える振
る舞いがあるが、それでもルールを遵守するとい
う基本的な行動原則が機能している限り、衝突は
頻繁には起こらない。利害のぶつかる可能性の高
い現代社会ゆえ、ドイツ的世界観を押し通せば意
見の違いや激しい議論などは避けて通れないが、
それだからこそ「約束」「信頼」「チーム精神」「フェ
アプレー」そして「寛容」をことばで強く謳って
いる 8）のだ。
5.1．スポーツ中継放送の取組
　こんにちのスポーツ中継には、番組のパートの
一つとして「ドキュメンタリー」がちりばめられ
るのが当たり前になっている。日本では NHK で
あれ民間放送であれ、視聴者の理解の促進と番組
の狙いの提示をかねて、時間の長短はそれぞれだ
写真 2　キャスター席の Markus Philipp とサッカー協会会長 Reinhard Grindel　撮影：山本浩
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が「ドキュメンタリー」タッチの映像を番組の冒
頭に提示する例が少なくない。放送の世界では「ア
バン」といわれるプロローグで、これまでの戦い
ぶりを短くまとめたり、時にはナレーションを入
れてのミニドキュメンタリーの体裁にしたりする。
こうした演出はスポーツ中継の独壇場ではなく、
通常のスタジオ番組やニュース企画などに短い
バージョンで登場することも増えてきている。
　それでも、その構成には大きな相違点がある。
ドイツのそれを日本と比較してみれば、
Ａ：情に訴えない。
Ｂ ：映像面でも描写面でもプライバシー以外は積
極的に画面に出す（注射針が身体に刺さる、狩
猟獲物の解体、顔を隠した遺体、怒りで猛る登
場人物 etc.）。
Ｃ ：事実の追求を旨とし、わかりやすいかどうか
を詮索しない。
Ｄ：画面でＣＧや図表などを使う割合が少ない。
　事実をベースに作られるこうしたミニドキュメ
ントは例えば、結果的に番組の主人公たり得る選
手が、過去のけがのせいで活躍できないことも含
んだ仕上がりになることもある。こうした条件設
定の場合、「頑張って欲しい」的なニュアンスを捨
てきれない日本のミニドキュメントとは大きな違
いがある。　　　　　
5.2． 放送権を持つ「ベルリンマラソン」に見るド
キュメンタリー
　実際の番組で驚かされたのは、2017 年 9 月 25
日のベルリンマラソン。この日のレースは、ARD
の放送だった。番組が始まってから 1 分半ほどの
アバンタイトル（編集した短い映像で、タイトル
が出る前に流す）のあと、スタート地点の女性リ
ポーターの短いコメント。続いて、ARD のドーピ
ング担当記者、ハヨ・ゼッペルト（Hajo Seppelt）9）
が登場してドーピングとマラソンの関係をライブ
で解説。そこからすぐに「マラソン・アフリカのドー
ピング疑惑」といった内容のドキュメンタリーが
放送される 10）。
　ゼッペルト記者と言えば、ドイツのドーピング
専門ジャーナリストで、ロシアがオリンピックか
ら閉め出されるきっかけとなった男。ロシア人ア
スリートやかつてのドーピング検査機関の責任者
のインタビューを撮りながら、ロシアのドーピン
グ疑惑を追い詰めていった放送記者だ。
　ドイツのマラソン人気は日本に比べると低い。
東西ドイツが統一してしばらくしてからは、世界
のマラソンシーンに顔を出す著名な選手などいな
くなってしまった 11）。ドイツは長距離全体が凋落
傾向で、6 月に行われるドイツ陸上競技選手権で
も現在は 1 万メートルの競技は開催されない 12）。
　そうした、長距離・マラソンへの関心のないこ
とがバックグラウンドにあるが、ベルリンマラソ
ンほどの記録に期待のかかるレースの直前に「ア
フリカはドーピングで汚れている」と伝えるドキュ
メンタリーをライブで流すのは、日本のテレビ制
作者からは想像のできないことだろう。
　この大会は、2 時間 3 分 13 秒の世界記録を持っ
ていたキプサング（ケニア）、リオ五輪金メダリス
トのキプチョゲ（ケニア）、アテネ・北京五輪の優
勝者のベケレ（エチオピア）が一堂に会し、大会
前から世界最高記録更新間違いなしの予測が生ま
れたレースでもあった。そのスタート直前に、ア
フリカマラソンドーピング疑惑のドキュメンタ
リーを流す。背景にはドイツが直面し、戦いを公
言しているアンチドーピングへの対峙精神がある。
　日本のように海に囲まれた島からなる国とは異
なり、ドイツには国境があるにせよ人々の流入を
止めきれない現実がある。そうした環境下では、ア
ンチドーピングの戦いもまた我 日々本の直面してい
るそれとは大きく異なっていることを表している。
5.3．欧州域への傾斜
　ドイツのスポーツ中継に、2020 年関連の話題が
出てくるのかどうか。日本の競技スポーツ中継で
は、必ずと言って良いほど意識に上り、実際にこ
とばや文字で表される「2020 東京オリンピック・
パラリンピック」だが、ドイツのスポーツ中継では、
その片鱗すら見られなかった。背景には、ドイツ
だけでなく欧州には各競技の「欧州選手権」があり、
－ 29 －－ 28 －
時間的にまだ間のある東京大会より身近な「欧州
選手権」の方に高い関心が寄せられるという実態
が影響している。とりわけ、多くの競技でレベル
の高い選手が集まるのが欧州選手権の特徴だ。オ
リンピックのタイトルは別格と言いながら、移動
の負担や環境の差が少ない場で演じられる欧州選
手権に多くの関係者の関心が集中するのも至極当
然のことと思えた。
　2018 年の夏には、ベルリンで行われた陸上競技
の欧州選手権に足を運ぶ機会があったが、「マルチ
欧州選手権　グラスゴー / ベルリン」と銘打った
複数の競技スポーツの欧州大会を横につないでス
ポーツファンの関心に訴えるキャンペーンが行わ
れていた。
　「欧州選手権」と名付けて行われた競技スポーツ
（2018 年 8 月）
ア）水泳競技
イ）自転車
ウ）ゴルフ
エ）ボート
オ）トライアスロン
カ）体操
キ）陸上競技 　　　　　
　複数競技団体間の連携は基本的には経営ベース
の発想だが、ドイツのみならず欧州各国で感じら
れるスポーツにおける「欧州第一主義」がこうし
た行動を可能ならしめている。意識の背景を形作
る要因は複数上げられる；
①　競技団体組織としての長い歴史（競技会の伝統）。
②　 地理、気象、生活の条件が近く、戦いの場に
均質感を期待しやすい。
③ 　試合や大会への参加を巡って、域内の移動に
伴う負担が少ない。
④　加盟団体間の密なコミュニケーション。
⑤　欧州内でのイベントがもたらす大きな経済効果。
⑥　所属組織の高い競技レベル。
⑦ 　メディアにとって報道、放送しやすい環境が
ある。
　ステージとしての欧州選手権の高いステータス
は、加盟する所属協会、チーム、個人の能力発揮
にも大きな影響を与える結果につながりやすく、
ひいては他大陸からの人材の移動をも加速させる
結果になっている。
　一方で、オリンピックでは高い関心を引き多く
　　　　　   図 4　 「小さな五輪としてのマルチ欧州選手権」　ドイチェ・ヴェレ　2018.8.1 付 
https://www.dw.com/de/multi-em-als-klein-olympia/a-44913112
－ 30 －
の視聴者を引きつけるにもかかわらず、それがいっ
たんオリンピック後の単独選手権大会になると、
視聴者の関心が極端に落ちてしまう現実がある。
ビッグイベントの持つ力に、単独選手権はよほど
のことがなければ、経営的にかなわない。そうし
た現実を目の当たりにして、競技団体間の合意が
図られた結果が、欧州レベルでの複数競技の同時
キャンペーンなのだ。
6．まとめ
　スポーツ放送の世界において長い間、ドイツの
ドイツ的なところは同じ欧州でも文化圏の違いの
ある国とは一線を画していた。それがユニバーサ
ルなスタイルに近づいたのが、今日のドイツのス
ポーツ放送のありようだ。ひとつの競技をパーツ
として捉えた上で、別のパーツと巧みに連携して
いく。その組み合わせにはドイツ的な規則正しい
ところが垣間見られるが、かつてドイツの放送が
得意としていた、堂々として他を寄せ付けないよ
うな孤高の放送スタイルは見られなくなっている。
1970 年代から冬季オリンピック、アルペンスキー
世界選手権、サッカー W 杯などで、名の通ったア
ナウンサーが美声を聞かせてきた放送は過去のも
のになった。スポーツの底流にある、普段着のま
まで楽しむ姿勢。それが、過剰な演出を避ける今
様のスポーツ中継につながっているように見えて
ならない。
　なるほど日本でも大向こうをうならせるような
アナウンサーの時代はとうに終わりを告げている。
それは、画面の中での主役が声でなくなったこと
に加え、映像や映像周辺の技術が急速に発展して
テレビが見る装置に変わってしまったことが影響
している。それでもまだドイツの映像は、日本ほ
どサービス精神にあふれた、華美とも見える画面
づくりに手を染めていない。そこには依然として
ドイツ的な論理が軸を貫いている。見たいものは
自分で探せ、知りたいことは自分で見つけろとで
も言わんばかりのシンプルな放送。ライプチヒを
はじめとするドイツ国内のスポーツ放送を目の当
たりにするに付け、日本が得意とする“情のテレビ”
と、ドイツがまだ残している“理のテレビ”の違
いを感じないではいられなかった。
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注
1） オリンピックでは IOC 傘下の法人OBS（Olympic 
Broadcasting Services）が国際映像を制作し、
W 杯サッカーや W 杯ラグビーでは HBS（Host 
Broadcast Service）がその任を引き受ける。
いずれも、世界各地から機材や優れたメンバー
を集めて映像を制作する。
2） 筆者は 2009 年までの過去 32 年間にわたり、
スポーツ放送の現場に身を置いてきた経験を
有す。
－ 31 －－ 30 －
3） ARD は、ドイツの公共放送の 1 つ。ドイツ国
内の 9 つの地域放送局の連合体で、ネットワー
クを形成している。ライプチヒには、そのう
ちの 1 つ MDR（中部ドイツ放送）が加盟放送
協会として放送を出している。これに対して
ZDF（第 2 テレビ）は、マインツに本部があっ
て、こちらは単一の放送協会ながら、ドイツ
全国に番組を流す公共放送。公共放送には更
に「第 3 テレビ（Das Dritte Fernsehen）」があっ
て、ARD 傘下の放送協会が、ARD の全国放
送とは違ったローカル放送を流すチャンネル
も存在する。
4） 現在は「全日本中学校通信陸上競技大会」と
言われるが、ラジオ放送は行われていない。
5） 図 1 に示したようにライブ放送の時間が他競
技全体のバランスの中で大きいだけでなく、
スポーツニュースをはじめとする一般ニュー
スでの取り上げられ方も、他競技に比べて優
勢である。
6） 同時に当時の BS 放送では、アナウンサー抜
きの実況中継も試みている。主にプロ野球中
継で採用されたが、放送席に解説者を複数配
し、思いの丈をしゃべってもらおうという狙
いで始まったが、いつしか一人が主として聞
き役、もう一人が解説役という仕分けがひと
りでに始まってしまい、この演出も長続きは
しなかった。
7） ノイマンの実況中継に関して、大会期間中ド
イツ国内で批判の嵐が巻き起こった。これに
対しノイマンは、W 杯終了後、「女性差別主
義者の発言だ」と激しく反発している。
 （https://www.faz.net/aktuell/sport/fussball-
wm/zdf-kommentatorin-claudia-neumann-
ueber-hetze-bei-wm-2018-15674151.html）
8） ドイツ内務省（BMI）は、ドイツのスポーツを
管掌する政府の省だが、そのホームページの
「Sport」の項では；Er bietet Gelegenheit, sich 
jenseits von Schule und Beruf besonderen 
Aufgaben zu stellen und vermittelt Werte wie 
Engagement（約束）, Verlässlichkeit（信頼）, 
Teamgeist（チーム精神）, Fairplay und Toleranz
（寛容）. と大切にすべきスポーツの価値につい
て言及している。
 https://www.bmi.bund.de/DE/themen/sport/
sport-node.html
9） 2018 年、ゼッペルト記者のその確かな取材力
に対して、ロシアは W 杯のための入国を認め
ない措置を取った。
10） このドキュメンタリーはドイツ国内向けだけ
に放送されたもので、放送権を買って日本で
放送されたベルリンマラソンの中継では、国
際映像用の別の映像が用意されていた。
11） 近年では、イリーナ・ミキテンコ（カザフス
タンからの移民）が 2013 年の東京マラソンで
3 位に入っているが、その後日本でも名が知
られるような選手は出てきていない。
12） ドイツ陸上競技選手権は、現在開催日程は 2
日間。長距離の選手には、5000 ｍと 10000 ｍ
の両方を走る選手がいるため、この選手権で
は 5000m だけを開催し、10000 ｍは別日程で
の開催となっている。
（本稿は、2017 年度法政大学在外研究員制度によ
る研究成果である。）
－ 32 －
